
 

 

 

 

 

 

 

★窓口・調整 

（特別支援教育コーディネーター 

 田口滴） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

特別な支援を要する児童・生徒 

特別支援委員会 

〇体験入学対象児童生徒の観察・判定会議 

〇「JSKL の特別支援教育について中、長期的な展望に立ってど

う進めていくか」の会議 

 

関係機関との連携・情報提供 

〇「日本人学校における特別支援教育に関する遠

隔指導の実施に向けた実践的研究」「(公財)海外

子女教育振興財団」との共同指導・支援 

〇マレーシアなどの学校・医療関係機関・専門員

との連携体制による支援・情報提供 

 

特別支援教育部 

〇個別の指導が必要だと思われる児童・生徒

についての相談や必要な支援体制を整える。 

・通級指導教室 年度途中の入室可  

・特別支援学級（なかよし） 

年度初めの入級のみ 

・ケース会議 

 

JSKL教育相談（特別支援） 

〇保護者、児童・生徒の要望に応じてJSKL相談室で相談 

 

令和 5年度 JSKL特別支援教育体制 

令和５年度 基本的な考え方 
支援を必要とする児童・生徒の自立や社会参加に向けて、一人ひとりの教育的ニーズを把握して、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又

は克服するため適切な教育や指導等、必要な支援を行う。 

日本人学校に在籍する特別な支援を必要とする子どもへの「合理的配慮」の提供や、共生社会の形成に向けた日本人学校における「インクルーシブ教

育システムの構築」を進める。  

〇 目標 

  一人ひとりの児童・生徒の実態および発達段階や特性に即し、個に応じた指導に重点をおき児童・生徒の発達を伸長する。      

 

 

 


